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２０年後の赤坂を見据えて 

赤坂地域は、江戸時代初期における徳川家の隆盛とともに武家屋敷町が形

成され、江戸時代の終わりには、それを取り巻くように町人地が形成されて

きました。その中で、江戸時代から昭和初期まで、歴史に刻まれた多くの場

面においてその舞台となり、八代将軍徳川吉宗に崇敬を受けた赤坂氷川神社

や、幕末から明治にかけて幕臣として活躍した勝海舟ゆかりの地、大正から

昭和初期まで首相、蔵相を務めた高橋是清の邸宅跡地にある高橋是清翁記念

公園、明治天皇崩御の後に殉死した乃木大将を祀る乃木神社等、当時の歴史

を偲ぶことができる場所が現在も多数点在しています。こうした歴史的背景

を有する赤坂地域は、その後も政治家や官僚等、時代の要人に愛され続け、

戦後になると、数々の格式あるホテルが赤坂地域の周囲に立地したことによ

り、数多の要人やビジネスマンが行き交う夜の街・食の街としてもにぎわう

ようになりました。 

このような由緒ある歴史・華やかな文化を築いてきたまちを支え続けてき

たのは、町会・自治会、商店会（街）の方々をはじめとした、何代にもわた

りこの地域に暮らす人々です。時が進み、今もなお商業、文化、政治の表舞

台として輝くこのまちは、海外からの注目度も高く、様々な国籍の人々が暮

らし、働く、国際色豊かなまちとなっています。こうした特色ある赤坂地域

を、更に魅力あるまちにするためには、年齢、性別、国籍を問わず、このま

ちで暮らし働く人々はもとより、このまちを愛し、魅力を感じる人々との絆

を深めることで、地域総体としての活力を持続しながら高めていく必要があ

ります。 

翻って、昨今の新型コロナウイルスの影響により、社会経済の見通しが不

安定な状況にあり、現下の赤坂地域の活力を如何にして維持するか、が喫緊

の課題となっています。しかし、まちが持続的に発展していくためには、中

長期的な視点でまちの将来を考える必要があります。赤坂地域の「青写真」

を作り、今からその方向に向けて皆でまちづくりに取り組み、様々な困難を

乗り越えていくことで、まちが発展していくことに繋がると考えます。 

赤坂地域まちづくり構想（地元案）は、地域の意見を反映して作成された

このまちの将来像であり、町会・自治会、商店会（街）、地元企業、事業者、

大学、ＮＰＯ、行政や警察等様々な主体が連携・協働し、各々が支え合うこと

で、多様性を認め合い、誰もがいつまでも住み続けたいと思えるまちの実現

を目指すためのものです。 

なお、本構想は、国連の定めた SDGsや国が提唱する Society５．０で実

現する社会についても留意しながら構成しており、本構想の取組を通じてこ

れらの目標に近接すること、更には、持続可能な社会の実現に寄与すること

を期待するものです。 

 

赤坂地域まちづくり構想検討会・検討会分科会  
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１．まちづくり構想（地元案）の目的等 
 

（１）まちづくり構想の目的 

 赤坂地域まちづくり構想（地元案）（以下、「まちづくり構想」という。）は、赤坂地域の「まちの将

来像」やそれに向けた取組の方向性等を区民、事業者、行政、地元企業、大学等で共有するととも

に、住民組織、事業者、行政等による各事業、また地域協働による取組に反映することを目的として

います。 

（２）まちづくり構想で対象とする地域 

まちづくり構想は、赤坂地区総合支所が管轄する地域（青山地域を含む）のうち、元赤坂１、２丁

目と赤坂１～９丁目（以下の赤枠で囲ったエリア）を対象としています。 

 まちづくり構想では、このエリアを「赤坂地域」とし、赤坂地区総合支所が管轄する地域は「赤坂

地区」と表記することで区別しています。 

■まちづくり構想の対象地域 

 

 

（３）まちづくり構想の構成 

 まちづくり構想は、以下のとおり構成しています。 

 まちづくり構想では、「まちの将来像」（2040年）の実現に向け、「まちの現状」及び「魅力と課題」

に照らした「まちづくりで取り組むべきテーマ」ごとに、取組の方向性、目標を示しています。 

 

■まちづくり構想の構成 

 

 

 

 

 

  

まちづくりテーマ① まちづくりテーマ② まちづくりテーマ○ 
・・・・・・ 

まちづくりで取り組むべきテーマ 

各テーマにおける取組の方向性 

目標実現のためにどのようなことをすればよいのか 

各テーマにおける目標 

将来像の実現のために各テーマで何を実現すればよいのか 

まちの現状 

統計やアンケート調査、住民実感から得られる現状 

魅力と課題 

現状における活用できる点と改善すべき点 

魅力と課題と対応した取り組むべきテーマ 

まちの現状を踏まえた課題 

まちの将来像 

将来、赤坂地域がどうなっていたらよいのか 
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２．行政計画における位置づけ 
 

（１）東京都 

①都市づくりのグランドデザイン（東京都 2017年9月） 

 東京都は、2017年９月に「都

市づくりのグランドデザイン」

を策定し、2040年代の目指すべ

き東京の都市の姿とその実現に

向けた、都市づくりの基本的な

方針と具体的な方策を示してい

ます。 

 

 

 

 

 赤坂地域は、「中枢広域拠点域」のうち「国際ビジネス交流ゾーン」として区分されている地域に含

まれており、そこで赤坂地域については、六本木、虎ノ門と合わせて、以下のような将来像が示され

ています。 
 

 

■赤坂・六本木・虎ノ門 

●国際色豊かな業務、商業・エンターテ 

イメント、文化、宿泊、居住、教育な 

どの多様な機能が、連担する開発によ 

り高度に集積し、外国人にとっても暮 

らしやすく、交流の生まれる複合拠点 

が形成されています。 

●エリアマネジメントによる地域の魅力 

向上、アート・デザイン関連施設の集 

積、歩行者空間のネットワーク化など 

により、回遊性が高く、活発な交流の 

生まれる地域が形成されています。 

●地域の防災性を向上させる緑豊かなゆ 

とりのある空間の創出や、自立分散型 

エネルギーの確保、駅を中心とした交通結節機能の強化が進んでいます。 

●周辺の住宅地と調和した高度利用が進み、高層建築物を中心とした、魅力のある拠点が形成されて

います。 
 

 

 

（２）港区 

①港区基本計画（港区 2021年3月） 

 港区は、令和３年度から令和８

年度までを期間とした基本計画を

策定し、新型コロナウイルス感染

症の感染拡大に起因した危機から

の回復を図るとともに、長期的な

展望に立ちＳＤＧｓの達成やＳо

ｃｉｅｔｙ５．０の実現、将来需

要を的確に捉えた公共施設整備の

推進等を基本的な考えとした上

で、めざすまちの姿等を示してい

ます。 

②赤坂地区版計画書（港区 2021年 3月） 

 港区は、令和３年度から令和８年度までを期間とした地区版計画書を策定し、現在の赤坂地区が置

かれている現状や特性を踏まえた上で、赤坂地区のめざすまちの姿である「だれもが地域に関心をも

ち共存しているまち 赤坂・青山」の実現に向けた、具体的な取組を体系的に示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■都市づくりの目標 

「活力とゆとりのある高度成熟都市」～東京の未来を創ろう～ 

■都市づくりの７つの戦略 

 戦略１ 持続的な成長を生み、活力にあふれる拠点を形成 

 戦略２ 人・モノ・情報の自由自在な交流を実現 

 戦略３ 災害リスクと環境問題に立ち向かう都市の構築 

 戦略４ あらゆる人々の暮らしの場の提供 

 戦略５ 利便性の高い生活の実現と多様なコミュニティの創出 

 戦略６ 四季折々の美しい緑と水を編み込んだ都市の構築 

 戦略７ 芸術・文化・スポーツによる新たな魅力を創出 

■めざすまちの姿 

誰もが住みやすく、地域に愛着と誇りを持てるまち・港区 

■計画の構成 

分野１ かがやくまち 

・都心の活力と安全・安心・快適な暮らしを支えるまちをつくる 

・環境にやさしい都心をみなで考えつくる 

分野２ にぎわうまち 

・地域の課題を自ら解決できるコミュニティをつくる 

・港区からブランド性ある 産業・文化を発信する 

分野３ はぐくむまち 

・明日の港区を支える子どもたちを育む 

・生涯を通じた心ゆたかで健康な都心居住を支援する 

 

■主な取組 

 

・違法置き看板ゼロ作戦 

・放置自転車対策の推進 

・区民等との協働による公園等の維持管理 

・地域の環境美化の推進 

・地域の企業等と連携した地域課題解決に向けた取組 

・赤坂・青山みんなで学ぼうさい事業 

・地域の生活安全活動支援 

 

・赤坂でつながり隊 

・赤坂・青山 Ｍｅｅｔ ｕｐプロジェクト 

・赤坂親善大使 魅力発信プロジェクト 

・赤坂・青山 魅力“知伝活”事業 

・赤坂・青山イメージソング「ＭＹ ＨＯＭＥ ＴＯＷＮ」の活用 

・連携自治体とのつながりを生かした魅力発信 

・よちよち子育て交流事業 

・赤坂・青山子ども共育事業 

・子ども地域間交流事業～離れていても心は一つ！～ 

・赤坂・青山ふれあいサロン事業 

・赤坂・青山多世代交流促進事業 

Ⅰ かがやくまち 

Ⅱ にぎわうまち 

Ⅲ はぐくむまち 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 
 

 
 

 
 

  

 

  
お茶の水 

 

 神楽坂 

 

飯田橋 

 

水道橋 

 

秋葉原 

 

馬喰町 

 

人形町 

 

日本橋 

 

茅場町 

 

神田 

 

神保町 

 

大手町 

 

市谷 

番長 

 

四谷 

 

赤坂 

 

六本木 

 

丸の内 

 

八重洲 

京橋 

 
八丁堀 

 

有楽町 

 銀座 

 

飯田橋 

 

築地 

 

浜松町 
竹芝 

 

芝公園 

 

虎ノ門 

 

永田町 
霞が関 

日比谷 
内幸町 

新橋 
汐留 
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③港区まちづくりマスタープラン（港区 2017年3月） 

 港区は、2017年３月に「港区まちづくりマスタープラン」を策定し、区民、企業等、行政が共有

し、各者が連携して主体的に、まちづくりに取り組む際に目指すべき将来像等を示しました。 

 東京都市計画の構想を踏まえた将来都市構造では、赤坂地区は「都市活力創造ゾーン」に位置づけ

られています。（ただし、赤坂御用地は除く。） 

 

 

 

 

 

 

 

 地区ごとの整備目標も示されており、赤坂地区に関しては以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■赤坂地区のまちづくりの方針図（まちづくりの骨格となる分野の方針図） 

 

 

 

  都市活力創造ゾーンの整備方針（抜粋） 

① 利便性の高いビジネス環境等の導入や多様な人材の交流を促進 

② 外国人にとっても住みやすい居住環境の充実 

③ 就業者・居住者・観光客など、人々を魅了する都市環境の充実 

④ 多様な手法を駆使した質の高い緑化の推進 

⑤ 都心の風格と活気のある魅力的な景観の創出 

歴史・文化をいかした景観形成とにぎわいの創出 

●赤坂地域においては、地域の豊富な歴史・文化資源をいかした景観形成とにぎわいの創出を図

ります。 

気品とにぎわいのある街並みづくり 

●青山通りや明治神宮外苑銀杏並木沿いを中心とした、気品とにぎわいある街並みづくりを推進

します。 

国内外からの旅行者を魅了する、移動しやすく美しいまちづくり 

●東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会を契機に、メインスタジアム（新国立競技

場）への玄関口としてふさわしい、ユニバーサルデザインに配慮した誰もが移動しやすい環境

づくりを推進します。 

観光・文化資源を活用したにぎわいの創出 

●大規模スポーツ施設やファッション・デザイン関連施設の集積などをいかした文化・交流や観

光振興など、地域のにぎわいと魅力の創出を図ります。 

緑の保全と創出 

●並木などの豊かな緑の保全とともに、区民や事業者が主体となった緑に関わる活動の活性化を

図ります。 

地域の防災性の向上 

●赤坂地域においては老朽マンションの建替えを促進し、青山地域においては細街路拡幅整備な

どにより市街地の安全性の向上を図ります。 

地域コミュニティの活性化による生活環境の向上 

●地域住民が安心して住み続けられる地域コミュニティの形成を促進し、地域での生活環境を向

上させます。 
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３．赤坂地域の都市構造と地域資源 
 

 (１) 赤坂地域の都市構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (２)赤坂地域の地域資源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

建物現況利用図 

都市計画用途地域図 

 地下鉄銀座線沿い、及び

赤坂駅周辺は、商業地域と

なっており、商業地域は、

赤坂御用地を除くと地区の

約半分を占めています。 

 その後背地は、第二種住

居地域、さらに地区の西側

が住居系の用途地域が指定

されています。 

 赤坂見附駅から溜池山王

駅までの区域では、外堀通

りの西側の南北道路に商業

施設が広く分布していま

す。 

 外堀通り沿いや赤坂駅の

周辺では、建物の規模が大

きく業務系の建物が多く立

地しています。 

 赤坂６～８丁目は、住宅

が多く立地しています。 

地域資源分布図 

 地区内には、江戸末期から昭

和に至る歴史資源が多数分布し

ているほか、サントリーホール

や草月会館等の文化施設も地区

全域に分布しています。また、

赤坂地区総合支所等の行政施設

や国際医療福祉大学や赤坂小・

中学校等の教育施設、赤坂いき

いきプラザ等の福祉施設も分布

しており、まちづくりに活かす

ことのできる様々な地域資源が

あります。 

 

出典：港区観光協会Webサイト 

迎賓館赤坂離宮 

赤坂氷川神社 

豊川稲荷東京別院 

赤坂が有する魅力的な歴史資源（例） 

勝海舟・坂本龍馬師弟像 乃木神社 

第一種低層住宅専用地域 
（絶対高さ制限 10ｍ） 

第一種中高層住居  
専 用 地 域 

第二種中高層住居  
専 用 地 域 

第一種住居地域  

第二種住居地域  

近 隣 商 業 地 域  

商 業 地 域  

準 工 業 地 域  

準 工 業 地 域 
特別工業地域  

用 途 地 域 地 区 
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４．赤坂地域の評価 
 

 (１) 住民の視点からみた赤坂地域の評価 

①赤坂地域に関する住民意識調査に基づく意見 

 赤坂地域のまちづくりの検討に際し、広く赤坂地域の住民が望むまちの姿や課題を把握するため、

住民意識調査（以下、「住民アンケート」という。）を行いました。住民アンケートでみる主な評価

は、以下のとおりとなっています。 

 

 

 

 

 

 

■満足度 ～住みやすさと定住意向～ 

○住民アンケートによると、44.8％が「住みやすい」と感じています。「どちらかというと住みやすい」

（40.9％）と合計すると、85.7％が住みやすいと感じていることが分かります。 

○定住意向をみると、55.7％が「住み続けたい」と考えています。「どちらかというと住み続けたい」

（36.5％）と合計すると、92.2％が赤坂地域に住み続けたいと考えています。 

 

   

図 住みやすさに対する評価      図 定住意向 

 

 

 

■住民からみた赤坂地域の評価 

○赤坂地域の評価（４段階評価を得

点化した）を分野別にみると、コ

ミュニティ、都市空間がマイナス

の評価となっています。 

○細目をみると、コミュニティでは

いずれもマイナスの評価です。都

市空間に関しては、街並みや歩行

空間についてマイナスの評価で

す。 

○商業分野は、分野別ではプラスで

すが、日常の買い物についてはマ

イナスの評価です。 

 

②赤坂地域まちづくり構想検討会・検討会分科会からの意見（住民視点）  

イメージ 

ブランド 

現在、赤坂に料亭は、ほとんどない。赤坂のイメージを新しくつくらないといけない 

■赤坂地域は、実態を映さない古いままのイメージがつきまとっている。 

■住民が多いにもかかわらず、住むところ、子どもを育てるところというイメージはない。 

子ども 

（居場所、 

 安全・安心） 

子どもが赤坂地域に住み続けるためには、施設・設備が必要 
■子どもは増えている。 

■子どもの生活にとっての環境が追いついていない。 

子どもが赤坂地域に住み続けるためのイベント等が必要 
■子ども向けの活動・イベントは、実施されている。 

■活動・イベントの情報が保護者に行き渡っておらず、機会損失が生じている。 

■子どもたちの要望を行政や町会・自治会が、把握していないのではないか。 

福祉 障害者が外出しやすいまちになっていない 
■障害者が外出するには、物理的なバリアがあるため、ハード面でのバリアフリー環境の整備
を充実させたい。 

■港区の中でも、赤坂は、介護事業者が少ない状況であるため、障害者の支援体制を整え、障
害者の外出機会を増加したい。 

商業 商業者のメリットは、住民のデメリット 

■以前の赤坂地域は、商業のまちだったが、現在は、住民も増え、ギャップがある。 

■赤坂見附駅前の雑多な雰囲気が来街者のイメージを形成している。 

■来街者が多いことは、まちが騒がしくなり、住民にとってはありがたくない。 

コミュニティ 住民は、コミュニティとどうつきあいたいのか分からない 
■近所でのつながりが希薄である。 

■町会・自治会は、加入者・担い手ともに少なくなっている。 

■災害時に機能する地域組織が十分とまではいえない。 

まちの 

担い手 

町会・自治会とは異なる主体が求められている 
■地域で活動したい若者にチャンスがない。 

住みやすい

44.8%

どちらかというと

住みやすい

40.9%

どちらかというと

住みにくい

10.9%

住みにくい

2.6%
無回答

0.8%
N=386

住み続けたい

55.7%

どちらかというと

住み続けたい

36.5%

どちらかというと

住み続けたくない

5.2%

住み続けたくない

2.3%

無回答

0.3%N=386

■対象  赤坂地域に住民登録をしている 18歳以上の区民 1,000人（外国人在住者含む） 

■期間  令和元年７月２２日～８月７日 

■目的  住民の観点から、生活実感やまちの課題、まちづくりへの参画意識等を把握する。 

■手法  郵送によるアンケート調査 

■回収率 38.6％ 

 

 

 
図 赤坂地域の評価結果（項目別） 
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 (２) 来街者の視点からみた赤坂地域の評価 

①赤坂地域に関する来街者意識調査に基づく意見 

赤坂地域のまちづくりの検討に際し、赤坂地域を訪れる来街者が望むまちの姿や課題を把握するた

め、来街者意識調査（以下、「来街者アンケート」という。）を行いました。来街者アンケートでみる

主な評価は、以下のとおりとなっています。 

 

 

 

 

 

 

■赤坂地域に訪れる目的 

○赤坂地域に訪れた目的をみると、通勤・通学のために訪れた人が 6.2％（「通勤のため」と「通学のた

め」の合計）です。仕事や学校以外の目的での赤坂地域に訪れた人は 93.8％となっています。 

○仕事や学校以外の目的で赤坂地域に訪れた人（以下「来街者の目的」という）では、「食事や飲み会の

ため」が 36.9％で最も多く、ついで「仕事の打合わせや営業・商談のため」が 24.2％で続きます。 

 

図 赤坂地域を訪れた目的 

 

 

 

■来街者からみた魅力と課題 

○来街者が感じる魅力は、「都心のアクセスのよい立地で緑を感じられる」が 41.4％で最も多く、次い

で「ビジネスや趣味にとって有益な人と出会える」が 37.7％、「様々な種類の食を楽しめる」が 35.8％

で続いています。 

 

図 来街者等が感じる赤坂地域の魅力 

出典：赤坂地域に関する来街者意識調査 

〇来街者が感じる課題は、「子どもを連れて遊べる場所が少ない」が 25.6％で最も多く、「まちに人が多

くて、落ち着かない」が 23.7％、「治安が悪いと感じるエリアがある」が 23.3％で続きます。また、

「車両が多く、置き看板が多いため危ない」も多くなっています。 

 

図 来街者等が感じる赤坂地域の課題 

 

  

■対象  １都３県（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）に住み、過去１年間で赤坂地域に 

     訪れたことのある人 200人（在勤・在学者含む） 

■期間  令和元年８月３１日～９月１４日 

■目的  来訪者の観点から、赤坂地域のイメージやまちに期待することを把握する。 

■手法  インターネットを利用したアンケート調査 

■回答数 215件 
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 (３) 商業者の視点からみた赤坂地域の評価 

①赤坂地域に関する商業者意識調査に基づく意見 

赤坂地域のまちづくりの検討に際し、広く赤坂地域の商業者が望むまちの姿や課題を把握するた

め、商業者意識調査（以下、「商業者アンケート」という。）を行いました。商業者アンケートでみる

主な評価は、以下のとおりとなっています。 

 

 

 

 

 

■赤坂地域に訪れる目的 

○魅力（メリットとして）は、「交通アクセス」（66.7％）や「ブランド力」（48.7％）、「治安」（35.9％）、

「商圏人口」（30.8％）が挙げられています。 

○課題（デメリット）は、「（テナントの）賃料」（43.6％）や「まちの集客力」（35.9％）、「人材確保」

（28.2％）が挙げられています。 

 

図 営業する上でのメリット・デメリット 

 

 

 

 

②赤坂地域まちづくり構想検討会・検討会分科会からの意見（商業者視点） 

イメージ 

ブランド 

現実とイメージのギャップ 

■クリーンキャンペーン等に取り組んでいるものの、ゴミ等で汚いまちという昔のイメージが

残っている。 

■住民や商業者の実感では、治安がよいにもかかわらず、来街者からは、治安が悪い印象があ

る。 

子ども 子ども・若者世代の住民の増加 

■赤坂７・８丁目は住環境がよく、小学校が改築されて教育環境も充実してきた。それを理由

に子どもが増えているのではないか。 

■転入してきた若い世代、次世代に赤坂をよいまちだと思ってもらい、まちへの愛着を持って

もらいたい。 

商業 夜の商業活動の衰退 

■近隣住民は静かさを求めている。 

■昔に比べると活気がない。 

週末に赤坂地域を訪れる人が少ない 

■週末の来街者は増えているという実感はあるが、テナント料に見合うだけの人数ではない。 

⇒週末の来街者の増加と、週末に営業するお店の増加は裏表である。 

⇒週末に営業してもらえるテナントを優先的に貸し出すなど、ビルオーナーが工夫できる部分

もある。 

地域全体での回遊性が乏しい 

■赤坂見附駅周辺～サカス～東京ミッドタウンという拠点を回遊する人が少ない。 

■赤坂通りの往来が少ない（乃木坂駅から東に移動する人は少ない）。 

景観 雑多な雰囲気 

■赤坂見附駅前の人の出入りが激しい店や、路面に大量に品物を陳列する店の影響でまちが雑

多な印象。 

■駅から遠い店が赤坂見附駅前で客引きをしている様子を見かける。 

■ジャンルを問わずにテナントに貸し出すビルが多い。 

まちの 

担い手 

「まちのため」という意識のあるオーナーが減少 

■ビルオーナーに「よいまちにしよう」という意識が希薄である。 

■地元に根付いたオーナーは少なくなっており、愛着のないオーナー（地域外在住）が増えて

いる。 

■新しく転入してきた住民も、多くの人がまちづくりに関心があるとはいえない。 

  

 

 

 

■対象  赤坂地域内の店舗 100件 

■期間  令和元年７月２２日～８月１６日 

■目的  商業者の観点から、まちの景況感や課題、まちづくりへの参画意識等を把握する。 

■手法  郵送によるアンケート調査 

■回収率 39.0％ 
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５．赤坂地域の魅力と課題 
 

 (１) 赤坂地域の魅力 

①人口が増加し、特に子ども・若者世代が増えている 

 赤坂地域は、人口が増加しています。その中でも赤坂２丁目、赤坂６丁目は、若年層が増加し、赤

坂７・８丁目は、子どもが増加しています。そのため、区は、公園で子ども向けの活動やイベントを

実施しています。住民アンケートでは、「住みやすい」「どちらかというと住みやすい」の割合が 85％

を超え、「住み続けたい」「どちらかというと住み続けたい」の割合が 90％を超えています。 

②都心の核となる商業拠点が立地している 

 赤坂地域には、３つの商業的な拠点があります。赤坂見附駅から赤坂駅周辺の５つの商店会（街）、

赤坂駅周辺に赤坂サカス、六本木駅周辺に東京ミッドタウンが配置されています。住民アンケートで

は、「趣味の買い物や外食をする上で魅力的である」、また、来街者アンケートでは、「様々な種類の食

を楽しめる」の回答が高い割合です。 

③都心にもかかわらず、緑が豊かである 

 赤坂地区は、港区内５総合支所の中で緑被率の割合が一番高い地区です。赤坂地域の赤坂御用地や

青山地域の神宮外苑・青山墓地、また大きな公園も配置されています。 

 住民アンケートでは、「自然やみどりを感じることができる」、また、来街者アンケートでは、「都心

のアクセスのよい立地で緑を感じる」と回答が高い割合です。 

④多様な文化・歴史資源が集積している 

 赤坂地域には、赤坂氷川神社や乃木神社、豊川稲荷東京別院のような寺社仏閣があり、まつわる祭

事が行われています。また、迎賓館赤坂離宮のような、江戸時代から近代に至る歴史を感じることの

できるスポットもあります。さらにサントリーホールや 21_21デザインサイト、赤坂サカス内のホー

ル等の文化芸術拠点もあり、文化・歴史を楽しめるエリアです。住民アンケートでは、「歴史や伝統を

感じることができる」や「身近に文化的な体験ができる」、また、来街者アンケートでは、「歴史・伝

統と新しい文化が両方感じることができる」、「都市的な雰囲気、自然、歴史・伝統、最新のトレンド

などが共存している」の回答が高い割合です。 

⑤都心であり、商業地ながら治安がよい 

 赤坂地区の犯罪認知件数は、繁華街を有する地域（芝地区、麻布地区、赤坂地区）の中では、最小

の結果となっており、商店会（街）の地道な取組により、まちの安全・安心は確保されています。住

民アンケートでは、「防犯面で安心して暮らすことができる」、「災害時にも身の安全を確保できる」と

いう評価が多くなっています。しかし、商業者アンケートでは、メリットの項目に「治安」を挙げる

回答が高く、住民との意識のギャップがあります。 

⑥多彩な人々が住み、暮らしている 

 赤坂地域には、在住者、在勤者、在学者に至るまで、多彩な知識・ノウハウを有する人々が住み、

暮らしています。その知識・ノウハウは、社会的に求められ、地域に「変化」をもたらします。来街

者アンケートでは、「ビジネスや趣味にとって有益な人と出会える」の回答が高い割合です。 

 

 (２) 赤坂地域の課題 

➊「赤坂ブランド」が共有されなくなっている 

赤坂地域は、かつて高級飲食店や料亭が軒を連ね、ハイクラスな人々が楽しむまちという印象があ

り、それが「赤坂ブランド」でしたが、現在は、まちも様変わりをしています。商業者アンケートで

は、ブランド力の項目の割合が高いにもかかわらず、まちの集客力の項目が低く、来街者アンケート

では、「入りたいと思う商店・飲食店が少ない」の回答が高い割合です。 

➋子どもの居場所・遊び場がない 

赤坂地域は、住民アンケートでは緑が多く、子どもが遊び、高齢者が過ごすことのできる公園があ

ると評価されていますが、来街者アンケートでは、「子どもを連れて遊べる場所が少ない」の回答が高

い割合です。 

➌週末の人の往来が充分ではない 

赤坂地域は、平日は在勤者が多いことから、まちににぎわいがあるものの、週末は来街者が減少しま

す。そのため商店・飲食店が営業を控え、結果として来街者が増えないという悪循環が生じている可能性

があります。来街者アンケートでは、「入りたいと思う商店・飲食店が少ない」の回答が高い割合です。 

➍地域全体の回遊性が乏しい 

赤坂地域は、赤坂見附駅、赤坂駅及び赤坂サカス周辺、東京ミッドタウンという３つの商業的な拠

点があるものの、それぞれが独立しており、それらの拠点を回遊する流れがありません。商業者アン

ケートでは、「まちの集客力」について、デメリットの回答が高い割合です。 

➎ハンディキャップのある人へのやさしさ 

住民アンケートでは、「車両や置き看板が気にならず、歩いて楽しいまちである」の回答が低い割合で

す。また、来街者アンケートでは、「車両が多く、置き看板が多いため危ない」の回答が高い割合です。 

➏来街者は治安が悪いというイメージがある 

行政機関が点在することや商店会（街）の取組により、まちの安全・安心は確保され、住民アンケ

ートでは、「防犯面で安心して暮らすことができる」の評価が高くなっています。一方、赤坂見附駅か

ら赤坂駅周辺の商業地では、夜間になると客引きが見られるなど「治安が悪いと感じるエリアがあ

る」の回答割合が高く、住民が持っているイメージとのギャップがあります。 

➐まちの担い手が活躍できない 

赤坂地域は、町会・自治会、商店会（街）、地元企業等の団体は活動をしているものの、団体の加入

者が減り、従来からの地域の活動を担う人は少なくなっています。住民アンケートでは、「町会・自治

会やサークル等、地域での活動が活発である」、「ご近所づきあいが活発である」の回答が低い割合で

あり、商業者アンケートでは、「人材確保」について、デメリットの回答が高い割合です。
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６．まちづくりのテーマとゾーニング 
 

 (１) まちづくりのテーマの設定 

 赤坂地域の魅力と課題に基づき整理したまちづくり

の７つのテーマ及び、各テーマの考え方について以下

に示しています。 

 

 

 

  

赤坂地域の変化を捉え、まちのリ・ブランディングを進めることで、未来

の新しい「赤坂」のイメージを創出してくことが求められます。 

 

子どもたちが増えていることを踏まえ、子どもが育つ環境を整備するこ

とで、子育てがしやすく、子どもが豊かに育つ環境づくりが求められま

す。 

 

赤坂地域で暮らす高齢者や障害者が、ハンディキャップにかかわらず、

自立して、楽しく豊かに暮らしつづけることができるよう、共助の観点

から、人にやさしいまちづくりが求められます。 

 

①
人
口
が
増
加
し
、
子
ど
も
・
若
者
世
代
が
増
え
て
い
る 

②
都
心
の
核
と
な
る
商
業
施
設
が
立
地
し
て
い
る 

③
都
心
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
緑
が
豊
か
で
あ
る 

④
多
様
な
文
化
・
歴
史
資
源
が
集
積
し
て
い
る 

⑤
都
心
で
あ
り
、
商
業
地
な
が
ら
治
安
が
よ
い 

⑥
多
彩
な
人
々
が
住
み
、
暮
ら
し
て
い
る 

❷
子
ど
も
の
居
場
所
・
遊
び
場
が
な
い 

➌
週
末
の
人
の
往
来
が
充
分
で
は
な
い 

➍
地
域
全
体
の
回
遊
性
が
乏
し
い 

➎
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
人
へ
の
や
さ
し
さ 

➏
来
街
者
は
治
安
が
悪
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る 

➐
ま
ち
の
担
い
手
が
活
躍
で
き
な
い 

❶
「
赤
坂
ブ
ラ
ン
ド
」
が
共
有
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る 

魅 力 課 題 

Ｇ コミュニティ 
支え合い、まちをつくるためにつながる 

Ｄ 安全・安心 
住み、働き、学び、遊ぶ上での安全・安心をつくる 

Ｆ 景観・街並み 
魅力のあるまちの姿をつくる 

Ｅ にぎわい 
質の高い商業環境をつくる 

Ｃ 共生（福祉） 
自立した暮らしを支える 

Ｂ 子ども 
子どもの豊かな育ちを支える 

Ａ ブランド 
未来の「赤坂」のイメージをつくる 

各テーマの考え方 

来街者はもとより、赤坂地域の住民や在勤・在学者がともに楽しむこと

ができる質の高い商業環境を創出していくこと、地域全体の回遊性を

高めてくことが求められます。 

 

衛生的な環境の維持、まちを歩くこと自体を楽しむことができるような景

観・街並みを官民連携のもとで進めていくことが求められます。また、景観

形成を進め、誇りや愛着を感じるまちの形成が求められます。 

 

だれもが安心して暮らし、過ごすことができ、訪れることに不安を感じ

ることのないまちづくりを進めていくことが求められます。 

 

まちづくりを進めていくため、町会・自治会や商店会（街）、地元企業、大
学等のネットワークづくりはもとより、まちづくりの意識を持った在住・在
勤・在学者、赤坂地域に関わりたい人たちを将来のまちづくりの担い手
として育成することが求められます。 
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 (２) まちづくりのテーマのゾーニングとの関係 

 ７つのテーマの展開にあたっては、赤坂地域における土地利用や施設分布を考慮し、地域がもつそれぞれの区域（ゾーン）の特性に応じて行っていくことが必要です。 

 地域特性を踏まえ、７つのまちづくりのテーマと各ゾーンとの関連性を整理すると、以下のとおりとなります。「●」は地域全体で取り組むこと、「★」はゾーンの特性に応じて取り組むことを示しています。 

  

住居系エリア 

 

商業系エリア 

拠
点
ゾ
ー
ン 

商
業
に
ぎ
わ
い
ゾ
ー
ン 

居
住
業
務
複
合
ゾ
ー
ン 

住
ま
い
空
間
ゾ
ー
ン 

Ｇ コミュニティ ● ● ● ● ● 

Ｃ 共生（福祉） ● ● ● ● ● 

Ｂ 子ども ● ● ● ● ● 

Ａ ブランド ★ ★ ● ★ ● 

Ｅ にぎわい ★ ★ ● 

Ｆ 景観・街並み ★ ★ ● ● ★ 

Ｄ 安全・安心 ● ● ● ●  

拠点ゾーン 

拠点ゾーン 

みどりと歴史文化ゾーン 

住まい空間ゾーン 

商業にぎわいゾーン 

居住・業務複合ゾーン 

●溜池山王駅 

●赤坂駅 

乃木坂駅● 

六本木駅● 

みどりと歴史文化ゾーン 

ゾーニング 

都市計画用途地域 建物現況利用 都市アメニティ施設分布 

●赤坂見附駅 

●青山一丁目駅 

第一種低層住宅専用地域 

（絶対高さ制限10ｍ） 

第一種中高層住居 
専 用 地 域 

第一種住居地域  

近 隣 商 業 地 域  

商 業 地 域  

準 工 業 地 域  

準 工 業 地 域 

特 別 工 業 地 域 

用途地域地区  

第二種中高層住居 
専 用 地 域 

第二種住居地域  
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７．まちの将来像と目標 

 (１) まちの将来像 
 

 多様性と地域の絆がまちの魅力を育む、誰もが住み続けたくなるまち赤坂 

 赤坂のまちとしての歴史は古く、江戸時代に徳川家の隆盛とともに幕府のお膝元として発展し、数々の

要人達に広く愛されたこのまちは、現代にいたるまで多くの歴史や文化を刻んできました。この由緒ある

歴史と文化が色濃く残るこのまちには、緑に彩られた邸宅が集まる閑静な住宅エリアと、様々な再開発に

伴い今なおダイナミックな変化を遂げる商業エリアという、二つの異なる表情のエリアを有しています。

起伏のある地形の中に、これらの街並みが広がる様は大小の様々な坂の存在と相まって、一歩、足を踏み

入れれば、誰もが赤坂に固有の独特な景観を楽しむことができます。 

赤坂で暮らし、働く人はもとより、赤坂を楽しむために来街する人々の年齢や国籍は幅広く、赤坂の発

展とともに地元住民が育んできた地域力（共助の力）や、国内外からの来街者との交流が生み出す相乗効

果等により、赤坂はいつも活気と多様性に溢れるまちとして輝き続けています。 

こうした赤坂の魅力を支え、伝えているのは「人」です。それ故、この地に生まれ育ち、あるいは移り

住んだ人の誰もが、我がまちに「愛着・親しみ・誇り」を持てること、そしてその気持ちの源泉となる、

人と人、人と地域の「絆（きずな）」を深めていくことが不可欠となります。このため、赤坂に固有の伝統

行事を後世に継承することや、地域内外の交流・連携を促進する様々なソフト・ハードの取り組みを進め

ることで、誰もがいつまでも住み続けたいと思え、ともに支え合う「まち」を目指していきます。 

 (２) 将来像とまちづくりの目標 

 『にぎわい』、『子ども』、『共生（福祉）』、『安全・安心』、

『景観・街並み』の各テーマについては、各テーマに関連した

個別の取り組みを、住居系、商業系といった対象地域の特性を

睨みながら、区民、事業者、行政等が連携しながら取り組んで

いきます。 

 『ブランド』については、これらの５つのテーマの取り組み

を通じて形成されるものであり、特に赤坂の良いイメージづく

りに効果的な取り組みを強化する形で位置づけています。更に

『コミュニティ』は、これらの６つのテーマを支える人、地域

に着目した取り組みであり、その基底を成す「絆（きずな）」

づくりに主眼を置いています。 

 こうした７つのテーマに基づく取組を通じて、【多様性と地

域の絆がまちの魅力を育む、誰もが住み続けたくなるまち赤

坂】を目指します。

ブランド 

にぎわい 

子ども 安全･安心 

共生(福祉) 

景観･街並み 

コミュニティ 
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 (３) まちづくりの目標 

 赤坂地域は、前項に示すように主として商業系の土地利用が進む商業系エリア（拠点ゾーン・商業にぎわいゾーン）、戸建住宅・マンション等が多く立地する住居系エリア（住まい空間ゾーン、居住業務複合ゾ

ーン）と特徴が異なっています。2019 年度に整理した各まちづくりのテーマの考え方を具体化する「まちづくりの目標」は、こうした地域の特性に応じた検討が必要であり、ゾーンの特性に応じたまちづくりに

より、機能的なまちを形成していくことにつながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

７つのテーマ 

ブランド 

未来の「赤坂」の 

イメージをつくる 

Ａ 

コミュニティ 

支え合い､まちをつくるため

につながる 

Ｇ 

子ども 

子どもの豊かな育ちを 

支える 

Ｂ 

赤坂イズム（Akasaka ISM）の継承 
⚫ 地域に刻まれた豊かな歴史・文化を守りつつ、世界中から新しい感性を取り入れて、新たな価値を生み出し（以上を「赤坂イズム」と言う）、国内外に向けて情報発信

し続けていくまち 

⚫ 粋で進取の気性に富んだ地元の人々が継承してきた「赤坂イズム」を、国内外からの来街者とともに育み、未来へ継承 

 

共生(福祉) 

自立した暮らしを 

支える 

Ｃ

Ｂ 

各テーマにおける目標 

愛着・親しみ・誇りの醸成 
⚫ 家庭、地域、ボランティア団体、企業等との連携のもと、この地に生まれ、あるいは縁があって移り住んだ子どもたちが、親子や子ども同士で、赤坂に縁のある歴史的

偉人について楽しく学べる場や機会の創出 

⚫ 地元に対する愛着・親しみ・誇りの醸成と日本や世界の歴史に対する意識の高揚 

人にやさしいまちづくりの推進 
⚫ 高齢者や障害者が楽しく豊かに赤坂地域で暮らせるよう、地域社会における共助の精神のもと、外出先で高齢者や障害者を見かけた時に手助けする機運のあるやさ

しさがあふれるまち 

⚫ 道路・公園・建築物等のバリアフリー化、誰もが安全・快適に利用できる「ユニバーサルデザイン」の導入による、高齢者や障害者が安全・安心して外出できるまち 

 

にぎわい 

質の高い商業環境を 

つくる 

Ｅ

Ｂ 

歴史と品格が感じられる商業空間づくり 
⚫ 赤坂見附駅、赤坂サカス、東京ミッドタウン、赤坂駅周辺の国際新赤坂ビルの建替え計画（竣工 2028 年頃予定）、溜池山王駅周辺の（仮称）赤坂二丁目プロジェ

クト（２０２５年度竣工予定）の各拠点を結ぶ新たな回遊動線の形成 

⚫ 回遊動線上における歩いて楽しい空間づくりと、街の歴史と品格が感じられるような商業系施設の立地促進 

 

安全・安心 

住み､働き､学び、遊ぶ上での

安全・安心をつくる 

Ｄ 

景観･街並み 

魅力のあるまちの姿を 

つくる 

Ｆ 

Ｂ 

歴史とモダンが共存する街並みづくり 
⚫ 商業系エリアにおける、ゆとりある緑のオープンスペースを伴う再開発、周辺の街並みに調和した色彩・形状を有する高層ビルの立地促進による、歴史とモダンが

共存したまちの景観づくり 
⚫ 住居系エリアにおける、住宅や集合住宅の更なる緑化の促進を通じた、街並みに彩りと変化を与える、魅力ある住宅地の景観づくり 
⚫ まち全体における緑化の推進と環境配慮行動の促進を通じた環境にやさしいまちづくり 

まちの環境美化と防犯・防災対策の充実 
⚫ 立ち話ができる空間の創出、商業地におけるオープンな店づくりの誘導などによる安心を感じることのできるまち 

⚫ 防犯パトロールの強化、防犯カメラの設置促進などを通じた、安全・安心を支える体制づくり 

⚫ 道路幅員の確保、効果的な交通規制などによる災害時・緊急時における安全な移動経路のあるまち 

 

協働し、支え合うまちの担い手づくり 
⚫ 町会・自治会・商店会（街）・地元企業・大学等との横断的な連携による共助の強化と、地域が一体となったＡ～Ｆの取組の積極的な展開 

⚫ 赤坂で在住・在勤・在学している比較的若い世代等をターゲットにした、将来の赤坂のまちづくりの担い手の育成 
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８．取組の方向性と具現化方策 
 

   ブランド   ～赤坂イズム（Akasaka ISM）の継承～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   子ども    ～愛着・親しみ・誇りの醸成～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

目標Ａ 

【取組の方向性１】 

子どもが参加できる 

伝統行事やイベントの更なる充実 

目標Ｂ 

【取組の方向性２】 

赤坂の歴史や文化を学ぶ、 

新たな場や機会づくり 

【取組の方向性３】 

赤坂での暮らしを支える基盤づくり 

【取組の方向性１】 

赤坂イズムの総合的な情報発信とＰＲの推進 

 

 

 

【取組の方向性２】 

国内外の要人やビジネスパーソンが集い、働く、 

国際性、文化性が感じられるまちづくり 

 

【取組の方向性３】 

緑豊かで趣と風格が感じられる、 

質の高い住環境づくり 
 

共通 
商業 
ｴﾘｱ 

住居 
ｴﾘｱ 

共通 共通 共通 

【凡例】 ●ソフト施策  ■ハード施策 

地域に刻まれた赤坂の歴史・文化に関する情報、新しい感性を取り

入れて新たな価値の創出に寄与する赤坂の旬な情報など、赤坂らしい

情報を総合的に収集します。また、集めた情報は、最新の情報提供媒体

を活用し、リアルタイムに発信し、赤坂イズムを形成します。 

【具体化方策】 

●⑴ 赤坂固有の歴史・文化の学習と情報発信（HP、SNS等による） 

●⑵ アプリ等を通じた赤坂の旬な情報発信（HP、SNS等による） 

 

国際性、文化性が感じられるまちづくりを目指し、地域の商業・業務機能に

加え、文化機能を強化する再開発事業の促進を図ります。また、低層階におけ

る開放的な店づくり、公開空地等を活用した緑のオープンスペースの確保等を

通じて、四季の変化が感じられる表情豊かな街並みの形成を誘導します。 

【具体化方策】 

●⑴ 通りに開かれた店舗づくりの誘導 

■⑵ 国際性、文化性豊かな魅力ある複合市街地の形成 

■⑶ 緑豊かなオープンスペースの確保 

 

 

主要な道路における街路樹、公開空地等の民有地における街路樹の

官民連携による適切な維持管理を通じて、緑豊かなまちづくりを進め

ます。また、都市計画や景観形成に関する諸制度の活用促進を図り、豊

かな緑の中で、趣と風格が感じられる質の高い住環境づくりを促進し

ます。 

【具体化方策】 

■⑴ 街路樹の適切な育成・維持・管理 

■⑵ 国際化に適応した住環境づくりの推進 

 

 

 

  Photo等 

地域の伝統・文化的行事への子どもたちの積極的な参加促進を通じ

て「驚き、感動、気づき」を与え、地元に対する愛着・親しみ・誇りを

醸成します。また、親子等で参加できるイベントの更なる充実を図る

ことで、多世代交流の機会を創出します。 

【具体化方策】 

●⑴ 郷土愛の醸成につながる地域行事の継承 

●⑵ 子どもと一緒に親も参加できる仕組みづくり 

 

赤坂に縁のある古老や文化人が、この地を題材にした物語や、現存する様々

な歴史・文化的資源の価値や意味等を教え伝える場や機会を創出し、地域へ

の愛着・親しみ・誇りの醸成を図ります。併せて、子どもたちに馴染みのあ

るＩＴ機器を使用し、アプリ等の活用を図ることで相乗効果を高めます。 

【具体化方策】 

●⑴ 子どもたちへの赤坂の歴史・文化の伝承 

●⑵ ＩＣＴの活用 

 

保健師、栄養士等の専門職による子育て相談の場や、子育て家庭等の親子が

気軽に集う場等、情報交換のできるネットワークづくりの充実を図ります。ま

た、コミュニティ活動施設やスーパーマーケット等の生活基盤を支える施設を

再開発などのまちづくりに合わせて誘導し、充実した子育て環境をつくります。 

【具体化方策】 

■⑴ 子育て支援施設やスーパーマーケット等の生活支援施設の充実 

●⑵ コミュニティ醸成に資するサークル活動等の推進 

 

 

江戸切絵図（赤坂絵図の一部） 港区 赤坂地区総合支所ツイッター オープンカフェのイメージ 

 

緑を生かした風の通り道となる歩行空間 

 

適切に整備された街路樹のある歩行空間 

 

赤坂氷川神社での講和 
 

プログラミング教室 よちよち子育て交流会 高齢者との交流イベント 

 

建物周辺が緑化されたマンション 

伝統芸を学ぶ子ども 

 
赤坂保育園 
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   共生（福祉） ～人にやさしいまちづくりの推進～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

目標Ｃ 

【取組の方向性１】 

高齢者や障害者が 

生き生きと暮らせるまちづくり 

【取組の方向性２】 

自分にあった生活スタイルを楽しむための 

集約型情報媒体の活用 

【取組の方向性３】 

誰もが安全・安心して暮らせる 

住環境、都市基盤づくり 

共通 共通 共通 

高齢者や障害者が、楽しく生き生きと暮らすことができるよう、フリ

ーマーケットへの出店や子どもとの学習イベント、ガイドボランティ

ア等、社会参加の機会の充実を図ります。また、高齢者や障害者の受け

入れ促進を図るべく、企業への働きかけを行うとともに、区民・地元企

業・ＮＰＯ・大学（国際医療福祉大学）等を対象としたシンポジウム等

を通して地域でのつながり・支え合いを推進します。 

【具体化方策】 

●⑴ シンポジウムやセミナーの開催 

●⑵ 地域の絆を深めるイベント・行事の開催 

 

自分にあった生活スタイルを楽しめるよう、赤坂の様々な地域情報、

例えば、お祭り、イベント、災害・交通情報、旬な見所、サークル活動

等の様々な情報がリアルタイムにシェアできるＳＮＳやアプリ等を活

用した情報の集約化に努めます。 

また、高齢者と子どもによるＩｏＴ勉強会等を行い、ＩＴを通じた

多世代間の交流機会を増やし、高齢者のＩＴ利用を目指します。 

【具体化方策】 

●⑴ 赤坂版の生活情報ポータルサイトの構築 

●⑵ アプリ等を通じた区民による情報収集・発信 

●⑶ IoTによる子どもと高齢者のふれあう機会の創出 

 

高齢者や障害者、単身者、外国人等の様々なライフステージやニー

ズに応じた、多様な世帯が快適に住み続けられる住環境づくりを推進

します。 

また、各種法律、規定計画を踏まえて、赤坂駅周辺や公園等のバリア

フリー化、ユニバーサルデザイン化を促進し、誰もが安心して移動で

きる都市基盤づくりを進めます。 

【具体化方策】 

●⑴ 多様なライフステージに対応した住まいづくりの推進 

●⑵ 事務所機能のある住まいの確保の促進 

■⑶ 公共空間や建築物等へのバリアフリー化、ユニバーサルデザ

インの導入 

 

Photo等  スマートフォンの使い方を学ぶ高齢者（イメージ） ソーシャルサーカスワークショップ 

 

セミナー 東京ミッドタウンの一例 バリアフリー化された家 

 

情報交換アプリ 
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   安全・安心  ～まちの環境美化と防犯・防災対策の充実～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

目標Ｄ 

【取組の方向性１】 

来街者への意識啓発と環境美化の更なる推進 

 

 
 

【取組の方向性２】 

地域一体となった、 

防災・防犯に強いまちづくり 

 

 

【取組の方向性３】 

災害に強いまちづくり 
 

【取組の方向性４】 

安全・安心な道路空間の確保 

 
 

 

共通 共通 共通 

共通 
【取組の方向性５】 

歩きやすく、利用しやすい商店会（街）づくり 
 

 

 

商業 
ｴﾘｱ 

自然災害に強く回復力があり、区民が安心を感じることのできるま

ちづくりを目指します。老朽化した建築物の耐震化や建替えを推進す

るほか、区民の生命や身体の保護の観点から、技術的・財政的支援を行

い、帰宅困難者の一時滞在施設の確保等、災害対策を進めていきます。 

【具体化方策】 

■⑴ 建築物の耐震化の促進 

●⑵ 帰宅困難者対策の推進 

 

 

地域の様々な主体との協働により防災意識の高い区民を増やし、地域

の防災力を高めるとともに、地域が行う防犯活動への支援等を通して、

地域の防犯力を高めます。地元企業や国際医療福祉大との取組みや祭り

等による多世代間交流の促進により地域一体の防犯体制を構築します。 

【具体化方策】 

●⑴ 地域の祭り等の継承による人と人のつながりの醸成 

●⑵ 年間を通じた地域による防災・防犯活動の推進 

●⑶ 地域と連携した緊急事態下における機動的対応の推進 

 

 

町会・自治会、商店会（街）、地元企業、事業者、大学、ＮＰＯ等は、

主体的に環境美化に取り組んでいます。今後、まちの魅力の更なる向

上を図るために、来街者への「みなとタバコルール」の周知・徹底を図

るとともに、定期的なクリーンキャンペーンを実施する等、まちの環

境美化活動を積極的に推進します。 

【具体化方策】 

●⑴ 清掃美化活動の実施 

●⑵ ごみの適切な処理 

 

 

Photo等 
 

十分な歩行空間を確保するため、警察や国等、関係機関の協力を得

て、暫定自転車等駐車場の確保を図るとともに、地域と協働して、交通

ルール・マナーの向上に努めます。また、無電柱化や路上看板等の撤去

を進めて、歩行者が安全・安心して通行できる道路空間を確保します。 

【具体化方策】 

■⑴ 駐輪場の確保 

■⑵ 快適な自転車利用環境の推進 

■⑶ 電線類地中化の推進 

■⑷ 歩道の拡幅の推進 

 

 

Photo等 

道路上に設置された置き看板等は、歩行者の安全な通行を妨げるとともに、まちの美観を損ねる要因となっています。そのため、区民、商店会（街）

地元企業、行政及び警察が連携しながら、人の往来が特に多い駅前や商店会（街）を中心に、地域の団体と協働したパトロールを実施します。 

各店舗の適所にスマートフォン等と連動したＱＲコードを掲示することで各商店の置看板等を大幅に削減する一方で、当該看板の情報を効果

的に来街者に伝えるなど、新たなアピール方策の検討を進めます。 

また、地域主体で、防犯や清掃等の環境美化活動に取組むことで、地域のコミュニティ活動の活性化を促進します。 

【具体化方策】 

●⑴ 客引きの取締りの強化 

●⑵ 飲食店での感染症対策の強化 

●⑶ ＩｏＴの活用による置き看板等の削減 

 

 

■⑷ 壊れかけた工作物や看板等の修繕要請 

●⑸ 違反広告物や落書きの除却、清掃 

●⑹ 外出しした可燃ゴミ等の適切な管理 

 

 

落書きを消す写真 

●⑸ 放置自転車の撤去 

●⑹ 路上看板の撤去 

●⑺ 交通マナーの順守 

 

 

 

赤坂青山美しいまちマナーのまちキャンペーン 祭りを楽しむ人々 

暫定自転車等駐車場 無電柱化した街並み スマートフォンで QRコードを読み取る区民 港区による落書き消去の支援 

耐震補強工事を行った建築物 帰宅困難者対策訓練の様子 防災ボランティア養成講座 みなとタバコルール宣言事業者の登録 
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   にぎわい    ～歴史と品格が感じられる商業空間づくり～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

目標Ｅ 

【取組の方向性２】 

地域資源の発掘と情報発信、 

及び地元企業等と連携した赤坂の新たな魅力づくり 

 

【取組の方向性３】 

地域の人々が日常的に商店会（街）に通う 

仕掛けづくり 

 

 

 

【取組の方向性１】 

ゆっくり散策・ショッピングができる回遊性の高いまちづくり 

 

 

商業 
ｴﾘｱ 

商業 
ｴﾘｱ 

商業 
ｴﾘｱ 

地域に応じた建物等の立地誘導とともに歩行者空間の質の高い修景整備を進めることで、赤坂見附駅、赤坂サカス、東京ミッドタウン、更に国

際新赤坂ビルの建替えに伴う赤坂駅や、（仮称）赤坂二丁目プロジェクトによる溜池山王駅周辺を拠点とした歴史と品格が感じられる回遊性のある

まちづくりを進めます。合わせて地域の道路や公園等の公共空間を活用したフリーマーケット等のイベントや、各商店会（街）が連携して多数の

飲食店での同時イベントや、各商店会（街）の特徴を活かした新たな取組みの実施により、新たなにぎわいづくりと歩いて楽しいまちづくりを進

めます。その効果を高めるために必要に応じて車両通行制限の見直しについて検討を行うとともに、運転マナーの向上に資する啓発を関係機関と

連携して進めます。 

【具体化方策】 

●⑴ 道路空間等を活用したイベントの開催 

●⑵ 拠点ゾーンにおける集客向上方策の実施 

■⑶ 拠点ゾーンを中心とした回遊動線の形成 

●⑷ 都市計画制度の活用 

●⑸ 車両の通行制限の活用と運転マナーの啓発 

●⑹ 商店会（街）間の協力・連携による商業の活性化 

 

 

既にメディア等で紹介された赤坂の魅力はもとより、これまでとは

異なる視点から光を当てることで魅力を発揮しうる個性的な地域資源

を発掘し、区民目線のＳＮＳやホームページ、情報誌など多様なツー

ルを活用した魅力発信を目指します。また、ＣＳＲ活動の実施や連携

協力協定を結ぶなど、地元企業等と連携を図ることによる赤坂の歴史

と品格が感じられる商業空間づくりを目指します。 

【具体化方策】 

●⑴ 飲食店のＴＶ等の報道記録の蓄積と発信 

●⑵ メディア誘致 

●⑶ 地元企業等と連携した赤坂の魅力づくり 

地域の人々が日常的に商店会（街）に通うことで地域内の回遊性を

高め、にぎわいを感じることのできる空間づくりに努めるとともに、

子ども連れの家族が店舗に入りやすい仕組みづくりや地域の人々と店

舗を結びつけるイベントを実施する等、親しみやすい雰囲気づくりを

目指します。 

【具体化方策】 

●⑴ 店舗の土日営業の実施 

●⑵ 家族で通える親しみやすい商店会（街）づくり 

●⑶ 店舗と住民がつながるイベントの開催 

 

商店会（街）に家族がいる写真等 

フリーマーケットの様子 秋の全国交通安全運動 風格のある店が立ち並ぶ商店会（街） 

家族でにぎわう商店会（街） 商店会（街）でのイベント写真※出典：港区観光協会 

港区が支援するＹｏｕｔｕｂｅによるシティプロモーション 
※出典：My Home Town MINATO Youtube 
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   景観・街並み  ～歴史とモダンが共存する街並みづくり～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【取組の方向性１】 

緑でもてなすゆとりと潤いある 

街並みの景観形成 

 
 

目標Ｆ 

【取組の方向性２】 

地域の特性を生かした商業空間の景観形成 

 

 

【取組の方向性３】 

赤坂地域の特性や周囲の景観と調和した 

建築物の誘導 

 
 

 

【取組の方向性４】 

地域が一体となった良好な街並み景観の保全 

 

 

 

共通 
商業 
ｴﾘｱ 

商業 
ｴﾘｱ 

商業 
ｴﾘｱ 

【取組の方向性５】 

赤坂の歴史を伝え、 

地域のにぎわいを創出する公園づくり 

 
 

みどりと
歴史文化 

ｴﾘｱ 

区民や地元企業等との協働で、日々の生活拠点や路地、広場等の身

近な生活空間を季節感のある花や緑で演出し、もてなしとふれあいの

場を創出します。また、建築物におけるエントランスや敷地内、壁面等

の緑化を促進し、ゆとりと潤いを感じることのできる街並みの景観形

成を目指します。 

【具体化方策】 

●⑴ 四季を彩る緑化 

■⑵ エントランスの緑化と交流を育むオープンスペースの創出 

 

個性ある店舗や古くから残された街路を活かした商店会（街）の景

観形成や、集客力の高い大型複合施設と周辺のまちの連携強化等によ

り、まちのにぎわいを演出し、地域活性化を促進します。また、地区計

画等の都市計画制度の活用により、地域の特性に応じた商店会（街）の

街並み景観が創出されるよう、建築物等の立地誘導を図ります。 

【具体化方策】 

■⑴ 特徴ある商店会（街）の区画割を活かしたまちづくり 

●⑵ 地域特性に応じた建築物等の立地誘導 

 

街並みにインパクトを与える高層建築物が立地する際には、歴史性

とモダンさが共存する赤坂地域の特性を踏まえつつ、周辺の街並みと

調和した形態・意匠となるよう誘導します。また、路上喫煙やたばこの

ポイ捨てに関するルールの徹底やクリーンキャンペーンの実施等によ

り地域の良好な景観を保全します。 

【具体化方策】 

●⑴ 周囲の街並みと調和する意匠への誘導 

■⑵ 再開発に伴うオープンスペース確保の誘導 

●⑶ 路上喫煙の禁止の徹底 

 

区民、商店会（街）、地元企業、行政及び警察が一体となり、地域の

団体と協働した防犯パトロール等の定期的な取組みを実施すること

で、良好な景観を阻害する要因を改善するとともに、地域で相互に見

守るなど、公道上に置き看板を出しづらい環境を創出します。また、赤

坂らしさを感じさせる統一的なサイン・モニュメント等の更なる充実

を図り、良好な街並みの景観を保全します。 

【具体化方策】 

●⑴ 落書き・ポイ捨ての取締り 

●⑵ 違反広告の撤去 

■⑶ 統一的なサイン・モニュメント等の設置 

 

 

 

誰もが、身近で、手軽に利用できるにぎわい公園づくりを目指しま

す。特に、公園のリニューアル時には、地域の豊富な歴史資源を題材に

して、まちの歴史が伝えられるように工夫するとともに、地域ニーズ

を取り入れながら、地域の交流や絆に資する公園づくりに努めます。 

 

 

【具体化方策】 

■⑴ 赤坂の歴史をテーマとした公園の魅力づくり 

■⑵ 誰もが気軽に立ち寄れる公園づくり 

 

 
商店街の街並み 季節感のある外溝緑化 エントランスが緑化されているマンション 

 

季節感のある外構緑化がされているマンション 

デザインされた街路灯 障害物のない歩きやすい歩行空間 区立公園 

商店会（街）の古地図 
 

商店会（街）の街並み 

【取組の方向性６】 

環境に配慮したやさしいまちづくり 

 
 
脱炭素のまちづくりを推進するために、低炭素化促進制度や、みな

とモデル二酸化炭素固定認証制度等の既存制度の積極的活用による建

築物の省エネ化の促進を図るとともに、家庭や職場における環境配慮

行動の更なる促進を図ります。合わせて、民有地及び公有地における

緑化を地域全体で進めることで、環境にやさしいまちづくりを目指し

ます。 

【具体化方策】 

■⑴ 住宅・建築物の省エネ対策の促進 

■⑵ 民有地・公有地における緑化の推進 

●⑶ 環境配慮行動の更なる促進 

 

 

 
共通 

低炭素化促進制度の基準を満たした建築物 エコライフフェアMINATO2019の様子 萩藩毛利家下屋敷跡 

再開発ビルに設置されたオープンスペース 周囲の公園と一体化した赤坂の再開発ビル 
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   コミュニティ  ～協働し、支え合うまちの担い手づくり～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組の方向性１】 

将来のまちづくりの担い手の育成 

【取組の方向性２】 

誰もが気軽に立ち寄り、 

コミュニティと繋がることができる場や機会の創出 

 

【取組の方向性３】 

タイムリーな地域情報の発信による 

コミュニティの強化 

 
 

 

共通 共通 共通 

目標Ｇ 

町会・自治会・商店会（街）・地元企業・大学・NPO・地域活動団体等との

横断的連携を図ることで、新たなまちづくりの方向性を探るとともに、各

種具体化方策の積極的展開を図ります。また、こうした取り組みを通じて、

赤坂のまちづくりに貢献したいと考えている地域住民、赤坂のまちづくり

に関心があって、赤坂で在住・在勤・在学している比較的若い世代の人など

が活躍できるよう、将来の赤坂のまちづくりの担い手の育成を目指します。 

【具体化方策】 

●⑴ 町会・自治会・商店会（街）・地元企業等間の連携強化に

よるまちづくりの推進 

●⑵ 赤坂地域の将来のまちづくりを牽引する担い手の育成  

 

子どもやその親、高齢者など地域で暮らす人々、ビジネスやショッ

ピングで訪れる人々が、気軽に立ち寄れ、人と人とのふれ合い、絆を育

むことができる場所を、公園や公共施設等の公共空間に確保する一方、

地元企業や国際医療福祉大学においても、こうした空間づくりに賛同

してもらえるよう協力要請します。また、人々が集まり、コミュニティ

の強化に資する仮想空間におけるＩｏＴを活用した「プラットフォー

ム」の創出を目指します。 

【具体化方策】 

●⑴ 地域の人と繋がる、憩いの場の確保 

●⑵ ＩｏＴを活用したプラットフォームの創出 

 

赤坂を巡る旬な情報、発掘された赤坂の新たな魅力等を、年間を通

じて、ホームページやＳＮＳツールを通じて、タイムリーにＰＲして

いきます。また、地域の既存の行事やイベントを含めた、赤坂のまちづ

くりに関する情報等は、多様な視点から幅広く集めて発信する観点か

ら、官民が連携しながら取り組みます。こうした取り組みを通じて、地

域住民のまちづくりへの認知度と参加率を高め、コミュニティの強化

と地域活性化を図ります。 

【具体化方策】 

●⑴ 地域のイベント情報等の発信 

 

 

港区公認プラットフォーム マチマチ 地元企業等により設置されたオープンカフェ  

 

 ＳＮＳを活用する区民（イメージ） 高層ビル前のオープンスペース にぎわう町内イベントの様子 地域の若い世代がまちについて話し合う（イメージ） 
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参考：赤坂地域まちづくり構想（地元案）とＳＤＧｓ・Ｓоｃｉｅｔｙ５．０ 

ＳＤＧｓやＳｏｃｉｅｔｙ５．０は、区民、町会、自治会、商店会（街）、地元企業、大学、行政等のあらゆる関係者が協力して取組を進めていく必要があり、自治体にも大きな役割が期待されています。ま

ちづくり構想の政策の方向性とＳＤＧｓの各目標やＳｏｃｉｅｔｙ５．０の目指す社会像は重なるものが多く、各施策を推進していくことで、ＳＤＧｓ及びＳｏｃｉｅｔｙ５．０の達成にもつなげていきます。 

 

●コラム● ＳＤＧｓとは ●コラム● Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０とは 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）とは、2015 年９月の国連サミットで採択された 2030 年までの国際社会共

通の目標です。地球上の誰一人として取り残さないことを誓い、経済、環境、社会の諸課題を解決して持続可

能な世界を実現するための 17の目標を掲げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０は、内閣府の第５期科学技術基本計画において提唱された、わが国がめざすべき未

来社会の姿です。サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステム

により社会システム全体を最適化することで、エネルギー需要の増加と温室効果ガスの排出削減、食

糧需要の増加と食品ロスの削減など、経済発展と社会課題の解決を両立していく新たな社会とされ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０における経済発展と社会的課題の解決イメージ 

出典：内閣府ホームページ（https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/）を基に編集 

 

予防検診・ロボット介護 

健康寿命延伸・社会コストの抑制 

エネルギーの多様化・地産地消 

安定的確保、温室効果ガス排出削減 

食料の増産・ロスの削減 持続可能な産業化の推進・人手不足解消 

農作業の自動化・最適な配送 最適なバリューチェーン・自動生産 
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■取組みの方向性のまとめ 

テーマ 取組みの方向性 

取組むゾーン 取組む主体 地
元 

ＳＤＧｓ１７の目標との関係 
Society5.0 

 

共
通
（
全
エ
リ
ア
） 

商
業
エ
リ
ア 

住
居
エ
リ
ア 

み
ど
り
と
歴
史

文
化
ゾ
ー
ン 

行 

政 

地
域
住
民 

事
業
者
等 

提
案 
を
含
む 

 
          

 

 

Ａ 
ブラ

ンド 

赤坂イズムの総合的な情報発信とＰＲの推進 ●    ● ●    ●           ● 

国内外の要人やビジネスパーソンが集い、働く、国
際性、文化性が感じられるまちづくり 

 ●   ●  ●   ●         ● ●  

緑豊かで趣と風格が感じられる、 
質の高い住環境づくり 

  ●  ● ● ●         ●   ●   

Ｂ 子ども 

子どもが参加できる 
伝統行事やイベントの更なる充実 

●    ● ●  ●  ●            

赤坂の歴史や文化を学ぶ、 
新たな場や機会づくり 

●    ●  ● ●  ●           ● 

赤坂での暮らしを支える基盤づくり ●    ● ●   ●           ●  

Ｃ 
共生 

（福祉） 

高齢者や障害者が 
生き生きと暮らせるまちづくり 

●    ● ●     ●         ●  

自分にあった生活スタイルを楽しむための集約
型情報媒体の活用 

●    ● ●  ●  ●           ● 

誰もが安全・安心して暮らせる 
住環境、都市基盤づくり 

●    ●  ●  ●       ●    ●  

Ｄ 

安全 

・ 

安心 

来街者への意識啓発と環境美化の更なる推進 ●    ● ● ●         ●      

地域一体となった、防災・防犯に強いまちづくり ●    ● ● ● ●  ●          ●  

災害に強いまちづくり ●    ●  ●           ●  ●  

安全・安心な道路空間の確保 ●    ● ● ●  ●  ●   ●  ●      

歩きやすく、利用しやすい商店会（街）づくり  ●    ● ● ●        ●     ● 

Ｅ 
にぎ

わい 

ゆっくり散策・ショッピングができる 
回遊性の高いまちづくり 

 ●   ●  ●   ●   ●  ● ● ●   ●  

地域資源の発掘と情報発信、 
及び地元企業と連携した赤坂の新たな魅力づくり 

 ●   ●  ● ●     ●         

地域の人々が 
日常的に商店会（街）に通う仕掛けづくり 

 ●    ● ● ●  ●            

Ｆ 
景観・ 

街並み 

緑でもてなすゆとりと 
潤いある街並みの景観形成 ●    ●  ●          ●     

地域の特性を生かした 
商業空間の景観形成  ●   ●  ●         ●    ●  

赤坂地域の特性や周囲の景観と調和した建築
物の誘導 

 ●   ● ● ●  ●       ●      

地域が一体となった良好な街並み景観の保全  ●   ● ●   ●     ●  ●      

赤坂の歴史を伝え、 
地域のにぎわいを創出する公園づくり    ● ●  ● ●  ●      ●      

環境に配慮したやさしいまちづくり ●    ● ● ●   ●  ● ●   ●  ● ● ●  

Ｇ 

コミ

ュニ

ティ 

将来のまちづくりの担い手の育成 ●    ● ●          ●    ●  

誰もが気軽に立ち寄り、コミュニティと繋がるこ
とができる場や機会の創出 

●    ● ●  ●  ●   ●  ●     ● ● 

タイムリーな地域情報の発信による 
コミュニティの強化 

●    ● ●    ●            
 

ＡＩやＩｏＴ等の技術
革新をあらゆる産業や
社会に取り入れ、様々
な社会的課題を解決し
快適な暮らしを実現す
る新たな社会 
 

すべての人に

健康と福祉を

質の高い教育

をみんなに

ジェンダー平等

を実現しよう

エネルギーをみんなに

そしてクリーンに

働きがいも

経済成長も

産業と技術革新の

基盤をつくろう

人や国の不平等を

なくそう

住み続けられる

まちづくりを

つくる責任

つかう責任

気候変動に

具体的な対策を

陸の豊かさも

守ろう

パートナーシップで

目標を達成しよう
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９．まちづくりの実現に向けて 

 赤坂のまちの魅力を高め、ブランド価値を向上させるために、まちに関わる主体（地域住民、土地建

物所有者、町会、自治会、商店会（街）、地元企業、大学、再開発事業者、行政等）が、まちづくりへの

理解のもと、まちづくり構想を手掛かりに、具体化方策の内容とその実現を検討することが望ましいと

考えます。また、実現化にあたっては、検討熟度に応じて、段階的に進めていくことが必要です。 

（１）まちづくり構想の実現に向けた今後の課題 

 まちづくり構想の実現に必要な今後の課題について、ソフト施策とハード施策に分けて示してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）まちづくり構想の推進に向けた体制づくり 

 まちづくり構想の推進には、当該地域に関わる様々な主体（地域住民、土地建物所有者、町会、自

治会、商店会（街）、地元企業、大学、再開発事業者、行政等）が連携・協働しながら、中長期的な視

点からまちづくりを進めていくことが求められます。 

 このため、町会・自治会・商店会（街）、地元企業、大学等におけるこれまでの取組みを充実させ、

さらに横断的に連携して各種具体化方策を展開しながら、赤坂地域のまちづくりを牽引する、将来の

まちづくりの担い手の育成を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤坂地域のまちづくりを牽引する、将来のまちづくりの担い手の育成 

１st ＳＴＥＰ  本構想の各種具体化方策を踏まえた、町会・自治会・商店会（街）、地元

企業、大学等における相互の情報交換とこれまでの取組みの更なる充実 

 

２nd ＳＴＥＰ  町会・自治会・商店会（街）、地元企業、大学等間の横断的な連携による

各種具体化方策の積極的な展開 

 

３rd ＳＴＥＰ  赤坂地域の将来のまちづくりを牽引する担い手の育成 

 

ま
ち
づ
く
り
構
想
（
地
元
案
） 

ソフト施策 ［日常における各主体での行動、地域活動による実現する］ 

 ①まちづくりに関わる各主体への周知 
  ※町会・自治会・商店会（街）、地元企業、大学等だけでなく、再開発事業者や来

訪者を含むすべてに広く周知し、本構想の取組みを知っていただきます。 

 

 ②地域資源を活用したコミュニティの強化 
  ※赤坂地域の歴史・文化資源や地域で取り組まれている様々な行事により地域住

民の参加を促し、地域のにぎわいを創出します。 

 

 ③まちづくりに関わる各主体の横断的連携の強化 

  ※町会・自治会・商店会（街）、地元企業、大学等が横断的に連携し、地域が一体

となる各種具体化方策の積極的な展開に取組みます。 

 

ハード施策 ［道路や建物（公共・民間）の整備を通じて実現する］ 

 ①新たに施設整備を行う者への周知 
  ※再開発等を行う事業者へ本構想を周知し、土地や建物の整備等を行う場合の整

備計画等への反映を促します。 

 

 ②行政施策への反映による取組みの促進 
  ※区の計画策定・改訂時に本構想の取組みの方向性や具体化方策等が反映される

よう働きかけます。 

 

 ③都市計画制度の活用による具体化方策の実現 

  ※地区計画制度等、都市計画手法の活用を通じて、合理的で秩序ある土地・建物

の立地及び魅力ある街並みが誘導されることを目指します。 

 

 地元 
地域住民、土地建物所有者 

町会、自治会、商店会（街）、 

地元企業、大学等 

 

 
行政 

港区、東京都 

国 

 
事業者 

再開発事業者等 

 

赤坂地域の将来のまちづくりを

牽引する担い手の育成 
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１０．赤坂地域まちづくり構想検討会・検討会分科会開催概要 

(１) 構成員 

①赤坂地域まちづくり構想検討会 

 

 

 

 

 

 

 

 

②赤坂地域まちづくり構想検討会分科会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）開催状況 

①赤坂地域まちづくり構想検討会 

 

 

 

 

 

 

 

 

②赤坂まちづくり構想検討会分科会 

 
 

◎会長 〇副会長 

組織名 役職 氏名 

赤坂商店街協議会 会長 土橋 武雄 ◎ 

赤坂一ツ木通り商店街振興組合 理事長 隅谷 彰宏 

赤坂みすじ通り会 会長 富山 和信 

エスプラナード赤坂商店街振興組合 理事長 城所 ひとみ 

赤坂第一商店会 会長 小山 直行 

赤坂通り商店会 会長 小出 俊二 

赤坂青山町会連合会 

（赤坂一ツ木町会） 
会長 出野 泰正 〇 

赤坂表一二町会 会長 田中 徳仁 

赤坂東一・二丁目町会 会長 鈴木 誠 

赤坂福吉町会 会長 梅宮 浩司 

赤坂青山町会連合会 理事 寺腰 修一 

檜町町会 会長 光田 至秀 

赤坂地区総合支所 支所長 中島 博子 

赤坂地区総合支所 まちづくり課 課長 小林 秀典 

 

開催日 協議事項 

令和元年度第１回 

令和元年１１月２１日 

赤坂地域まちづくり構想（地元案）の策定スケジュール及び 

策定に向けた現状分析に関する協議 

令和元年度第２回 

令和元年１２月１６日 

検討会及び分科会での意見に基づく課題・テーマ及び 

「２０４０年に赤坂地区がどうなっていたらよいか」に関する協議（ワークショップ） 

令和２年度第１回 

令和２年８月２５日 

令和２年度のまちづくり構想（地元案）の検討の進め方、検討スケジュール及び 

まちづくりの７つのテーマについての目標・取組みの方向性に関する協議 

令和２年度第２回 

令和２年９月２３日 

まちづくりの７つのテーマについての 

“取組みの方向性”に関する協議（ワークショップ） 

令和２年度第３回 

令和２年１２月１５日 

“まちの将来像”の設定及び 

“具体化方策”の充実に関する協議（ワークショップ） 

令和２年度第４回 

令和３年 1月 2２日 

(書面開催) 

赤坂地域まちづくり構想（地元案）（案）に基づく将来像と目標及び 

取組みの方向性と具体化方策に関する協議 

 

組織 氏名 氏名 

町会 在住者 関口 幸子 

町会 在住者 金井 務 

町会 在住者 鈴木 幸治 

町会 在住者 渡部 亮介 

小学校PTA 在住者 神谷 浩史 

中学校PTA 在住者 山部 剣司 

消防団 在住者 萩原 雅子 

赤坂・青山地区タウンミーティング 在住者 リーダーアレキサンダー 

青少年委員 在住者 福原 恵美 

商店会（街） 在勤者 吉岡 聰一郎 

商店会（街） 在勤者 嶋村 恭子 

商店会（街） 在勤者 河津 孝樹 

事業者 在勤者 野原 圭以 

事業者 在勤者 小谷 和彦 

国際医療福祉大学 在学者 平塚 唯里奈 

国際医療福祉大学 在学者 小林 剛大 

 

開催日 協議事項 

令和元年度第１回 

令和元年５月２９日 

赤坂地域まちづくり構想（地元案）策定における 

検討内容及び検討手法等に関する協議 

令和元年度第２回 

令和元年６月２４日 

赤坂地域に関する住民意識調査、商業者意識調査、 

来街者意識調査の実施に関する協議 

令和元年度第３回 

令和元年１１月６日 

赤坂地域まちづくり構想（地元案）の概要及び 

赤坂地域に関する住民意識調査等の分析結果に関する協議 

令和２年度第１回 

令和２年７月１７日 

赤坂地域まちづくり構想（地元案）の策定スケジュール及び 

まちづくりの７つのテーマについての目標に関する協議 

令和２年度第２回 

令和２年１１月１０日 

赤坂地域まちづくり構想（地元案）の構成及び 

まちづくりの将来像に係る取組みの方向性等に関する協議 

令和２年度第３回 

令和３年２月１２日 

（書面開催） 

赤坂地域まちづくり構想（地元案）（案）に関する協議 
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